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(5) 実践の考察                                        

      

 

『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の改善及び必要な方策等について（答申）』

（平成 28 年 12 月）では、観点別評価については、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体

的に学習に取り組む態度」の３観点に整理することとされています。「学びに向かう力、人間性等」

に示された資質・能力については、評価になじむものではないことから、評価の観点としては学校教

育法に示された「主体的に学習に取り組む態度」として設定されています。文部科学省からは、まだ、

評価について具体的に示されていませんが、本研究委員会では、現行学習指導要領の評価の考え方と

新学習指導要領の評価の考え方を以下のように捉えました。 

 

現行学習指導要領 新学習指導要領 

社会的事象への関心・意欲・態度 主体的に学習に取り組む態度 

社会的な思考・判断・表現 思考・判断・表現 

資料活用の技能 
知識・技能 

社会的事象についての知識・理解 

 

本研究委員会では、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業の質的改善を図りました。「意

識調査」から生徒の実態を把握して「チェックリスト」で教師自身の指導の実態を振り返り、「教師

の手立て表」を照らし合わせて、６月から 10月にかけて授業実践に取り組んできました。 

そこで、次の視点について、「意識調査」と授業実践から考察します。 

 

 

 

「主体的に学習に取り組む態度」については、６月と 11 月にそれぞれ採った「意識調査」の質問項

目の中から抽出し、調査しました。「思考・判断・表現」「知識・技能」については、教師の手立てが

それぞれの資質・能力の育成につながったかどうかを、６月～10 月のＡ校の抽出児ＡとＢ校の抽出児

Ｂのワークシートの記述の変容を基に分析・考察していきました。 

 

ア Ａ校２学年の実践の考察 

（ｱ)「主体的に学習に取り組む態度」 

次頁図１は、６月と 11 月にそれぞれ採った「意識調査」の「主体的に学習に取り組む態度」に関す

る項目の比較したものです。質問１「社会の授業では、単元全体を通した学習課題を意識して学習し

ていると思う」、質問４「社会の授業で、調べて分かったことや考えたことを自分でまとめ、ノートや

ワークシートなどに書いている」について、６月の段階と比べ 11 月は、「当てはまる」と回答した生

徒が増加しており、「当てはまらない」と回答した生徒はいませんでした。このことから、６月から 10

月にかけて、授業の質的改善の手順に沿って実践を重ねた結果、取り入れた手立てが学びに向かう力、

人間性等の育成につながったと推察されます。ただし、質問２「社会の授業で、自分が調べたり、考

えたりすることをはっきり分かって学習していると思う」、質問３「社会の授業で、自分が調べて分か

ったことや考えたことをもとに話し合っている（討論している）と思う」については、６月の段階と

考察の視点 

中１社会 

教師の手立てが、生徒の資質・能力の育成につながっていたか。 



 平成 30年度 佐賀県教育センター 中学校社会科教育 

実践の考察-2 

 

比べ 11 月は「当てはまらない」と回答した生徒が増加しています。この結果の要因としては、単元が

進むにつれて学習内容の難易度が上がったことで、単元を貫く学習課題を正確に捉えることができな

かったのではないかと考えられます。より問題意識をもたせるための単元を貫く学習課題の設定や課

題追究の過程で課題に対する意識付けをするための手立ての工夫を考える必要があると言えます。 

 

質問 選択肢 
割合（％） 
６月 11月 

１ 社会の授業では、単元全体を通した学 
習課題を意識して学習していると思う。 

ア 当てはまる  

イ どちらかといえば、当てはまる 

ウ どちらかといえば、当てはまらない  

エ 当てはまらない 

66％ 

31％ 

３％ 

０％ 

71％ 

26％ 

３％ 

０％ 

２ 社会の授業で、自分が調べたり、考え 
たりすることをはっきり分かって学習し 
ていると思う。 

ア 当てはまる  

イ どちらかといえば、当てはまる 

ウ どちらかといえば、当てはまらない  

エ 当てはまらない 

56％ 

38％ 

６％ 

０％ 

55％ 

29％ 

16％ 

０％ 

３ 社会の授業で、自分が調べて分かった
ことや考えたことをもとに話し合ってい
る（討論している）と思う。 

ア 当てはまる  

イ どちらかといえば、当てはまる 

ウ どちらかといえば、当てはまらない  

エ 当てはまらない 

50％ 

41％ 

９％ 

０％ 

29％ 

52％ 

16％ 

３％ 

４ 社会の授業で、調べて分かったことや
考えたことを自分でまとめ、ノートやワ
ークシートなどに書いている。 

ア 当てはまる  

イ どちらかといえば、当てはまる 

ウ どちらかといえば、当てはまらない  

エ 当てはまらない 

66％ 

22％ 

９％ 

３％ 

80％ 

10％ 

10％ 

０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 意識調査の結果 
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資料１ 抽出生徒Ａのワークシートの記述（５月） 

 

（ｲ)「思考・判断・表現」 

抽出生徒Ａのワークシートの記述の変容を基に考察しました。抽出生徒Ａは、自分なりの考えをも

つことはできますが、根拠をもって自分の考えを表現することに苦手意識をもっている生徒です。資

料１は６月以前の記述で、

このときは、多面的・多

角的な視野をもつことが

できていませんでした。 

７月の「産業の発達と幕 

府政治の動き」の授業実践 

では、単元のはじめに、江戸幕府の財政状況の変化を示す資料から、幕藩体制が危機的状況に陥って

いったことを示し、問い返しをしながら「江戸時代の諸改革は成功したのだろうか」という単元を貫

く学習課題を設定して授業を進めました。単元の最後に、江戸時代の改革について、根拠となる複数

の資料を基にワークシートに合わせた書き方やキーワードに沿って多面的・多角的に考えるように促

したことにより、自分の考え（資料２の枠囲み部）を、その根拠（資料２の実線部）を示して記述す

ることができました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この単元終了後に、７月の実践の成果と課題を振り返って、生徒の実態を踏まえながら「チェック

リスト」で教師自身の授業を振り返り、９、10月の実践に生かしていきました。 

 

 

 

 

 

 

資料２ 抽出生徒Ａのワークシートの記述（７月） 
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９月の「中国・四国地方」の授業実践では、単元のはじめに、単元に対する見通しをもつことがで

きるように、中国・四国地方の他地域との結び付きに関する写真を示し、「他地域との結び付きにより

地域はどう変化するだろう」という単元を貫く学習課題を設定しました。７月の単元から継続して記

述させていたことで、ワークシートに合わせた書き方やキーワードを示さなくても、資料３のように

様々な人々の立場から良い点（枠囲み部）と悪い点（実線部）を踏まえながら考えることができてお

り、自分の考えを記述する力が身に付いてきていると考えます。 

 

 

10 月の「近畿地方」の授業実践では、単元の見通しをもつことができるように、昨今の環境問題に

おける新聞記事から環境保全の取組を示し、「これから環境問題をどう解決したらよいだろうか」とい

う単元を貫く学習課題を設定しました。環境問題や環境保全に対して多面的・多角的に考察できるよ

うに考えるポイントを掲示してグループで話し合わせました。生徒自身が暮らしている地域の歴史的

景観を守っていくための手立てを考えさせたことにより、グループでの考察と意見交換を基に自分な

りの考えを資料４のように記述することができました。新聞記事や身近な例を挙げて切実感をもたせ

たことで、多面的・多角的に考察する力が身に付いてきていると推察できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月から、本研究委員会が示した授業の質的改善の手順に沿って実践を重ねた結果、抽出生徒Ａの

ような記述をする生徒が徐々に見られるようになり、10 月には多面的・多角的に考察して自分の考え

を記述することができる生徒が増えました。 

以上のことから、６月からの教師の手立てが、生徒の実態に応じて「主体的・対話的で深い学び」

の視点から改善が図られており、それらの手立てが思考力、判断力、表現力等の育成につながったと

考えます。 

 

 

 

 

資料３ 抽出生徒Ａのワークシートの記述（９月） 

 

資料４ 抽出生徒Ａのワークシートの記述（10月） 
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（ｳ）「知識・技能」 

抽出生徒Ａのワークシートの記述の変容を基に考察しました。 

複数の資料を盛り込んだワークシートを

活用した調べ学習を継続して取り入れてい

ったことで、９月の「九州地方」の授業実

践では、教科書や資料集から資料５ように

読み取り、メリットとデメリットに分けて

まとめることできていました。 

９月の「中国・四国地方」の授業実践で

は、橋の開通による島での生活の変化につ

いて、（1）～（3）に分けて教科書や資料集

から読み取らせました。抽出生徒Ａは読み

取ったことを整理して資料６の枠囲み部のような工夫を加え、復習しやすいようにまとめることがで

きていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料５ 抽出生徒Ａのワークシートの記述（９月） 

 

資料６ 抽出生徒Ａのワークシートの記述（９月） 
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10 月の「近畿地方」の授業実践では、自然環境について、地図や雨温図、写真など複数の資料から

読み取らせました。抽出生徒Ａは資料７のように既習の知識を活用しながら、自然と気候の両面から

近畿地方の自然環境をまとめることができていました。 

６月から、本研究委員会が示した授業の質的改善の手順に沿って実践を重ねた結果、抽出生徒Ａの

ように既習の知識を活用しながら複数の資料を関連付けてまとめることができる生徒が徐々に見られ

るようになり、10 月には、教科書や資料集を活用して調べ、ワークシートにまとめることができる生

徒が増えました。 

以上のことから、６月からの教師の手立てが、生徒の実態に応じて「主体的・対話的で深い学び」

の視点から改善が図られており、それらの手立てが知識及び技能の育成につながったと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７ 抽出生徒Ａのワークシートの記述（10月） 
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イ Ｂ校３学年の実践の考察 

（ｱ)「主体的に学習に取り組む態度」 

図２は、６月と 11 月にそれぞれ採った「意識調査」の「主体的に学習に取り組む態度」に関する項

目の比較したものです。質問１「社会の授業では、単元全体を通した学習課題を意識して学習してい

ると思う」、質問２「社会の授業で、自分が調べたり、考えたりすることをはっきり分かって学習して

いると思う」について、６月の段階と比べ 11 月は、「当てはまる」と回答した生徒が増加しています。

以上のことから、６月から 10 月にかけて、授業の質的改善の手順に沿って実践を重ねた結果、取り入

れた手立てが学びに向かう力、人間性等の育成につながったと推察されます。ただ、質問１「社会の

授業では、単元全体を通した学習課題を意識して学習していると思う」については、11 月は「当ては

まらない」と回答した生徒がいます。単元を貫く学習課題については、資料や写真を提示して問い返

しをしながら生徒と共に設定していましたが、切実感をもたせるには不十分な部分がありました。単

元を貫く学習課題に切実感をもって取り組めるように課題解決への見通しのもたせ方を更に工夫する

必要があると言えます。 

 

質問 選択肢 
割合（％） 
６月 11月 

１ 社会の授業では、単元全体を通した学 
習課題を意識して学習していると思う。 

ア 当てはまる  
イ どちらかといえば、当てはまる 
ウ どちらかといえば、当てはまらない  
エ 当てはまらない 

61％ 
36％ 
３％ 
０％ 

65％ 
24％ 
９％ 
３％ 

２ 社会の授業で、自分が調べたり、考え 
たりすることをはっきり分かって学習し 
ていると思う。 

ア 当てはまる  
イ どちらかといえば、当てはまる 
ウ どちらかといえば、当てはまらない  
エ 当てはまらない 

30％ 
64％ 
６％ 
０％ 

56％ 
35％ 
９％ 
０％ 

３ 社会の授業で、自分が調べて分かった
ことや考えたことをもとに話し合ってい
る（討論している）と思う。 

ア 当てはまる  
イ どちらかといえば、当てはまる 
ウ どちらかといえば、当てはまらない  
エ 当てはまらない 

70％ 
18％ 
12％ 
０％ 

47％ 
47％ 
12％ 
０％ 

４ 社会の授業で、調べて分かったことや
考えたことを自分でまとめ、ノートやワ
ークシートなどに書いている。 

ア 当てはまる  
イ どちらかといえば、当てはまる 
ウ どちらかといえば、当てはまらない  
エ 当てはまらない 

79％ 
18％ 
３％ 
０％ 

76％ 
21％ 
３％ 
０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 意識調査の結果 

65%

61%

24%

36%

9%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

6月

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

56%

30%

35%

64%

9%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

6月

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

47%

70%

47%

18%

12%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

6月

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

76%

79%

21%

18%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

6月

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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（ｲ）「思考・判断・表現」 

抽出生徒Ｂのワークシートの記述の

変容を基に考察していきました。抽出

生徒Ｂは、社会科は覚えることが多い

と考えているため苦手意識をもってい

ます。６月以前は、資料８のような記

述をしており、用語・語句を使ってい

ますが、結論に至った自分の考えが十

分に記述できていません。 

７月の「現代社会の見方・考え方について考えよう」の授業実践では、単元のはじめに、生徒たち

に学習内容を身近なものに感じさ

せるために、資料や写真を提示し

て家族の在り方に対する関心を高

めて問い返しをしながら、「現代社

会の見方や考え方を知ろう」とい

う単元を貫く学習課題を設定しま

した。その後、単元を貫く学習課題

に対する予想や仮説を立てさせ、見

通しをもたせたのでゴールをイメージさせることができました。学習内容を問い返しながらまとめる

時間を設定したことにより、資料９のように自分の考えを記述することができました。単元の最後に、

自分たちの生活とつなげて考える

ことができるように、問い返しを

しながら、課題についてグループ

内で意見交換させたことにより、

効率と公正の面から自分なりの解

決方法を選択し、その理由まで記

述することができていました（資

料 10 の実線部）。自分の生活とつ

ながるような身近な例を挙げて切

実感をもたせたことで、様々な側

面、角度から資料 10の実線部のよ

うに考察する力が身に付いてきて

いると推察できます。 

この単元終了後に、７月の実践

の成果と課題を振り返って、生徒

の実態を踏まえながら「チェックリ

スト」で教師自身の授業を振り返り、９、10月の実践に生かしていきました。 

 

 

 

 

 

資料 10 抽出生徒Ｂのワークシートの記述（７月） 

 

資料９ 抽出生徒Ｂのワークシートの記述（７月） 

 

資料８ 抽出生徒Ｂのワークシートの記述（５月） 
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９月の「基本的人権について考えよう」の授業実践では、

単元のはじめにテレビのニュースや新聞記事などで話題に

なった芸能人の結婚や結婚に関する資料を活用して人権へ

の関心を高め、問い返しをしながら、「私たちの人権は，

どのように保障されているのだろう」という単元を貫く学

習課題を設定しました。また、時事問題を取り上げて、グ

ループで意見交換をさせて多面的・多角的に考察させたこ

とで、単元の最後には、資料 11 のように、自分なりの考

えを記述できており、現代の社会問題につなげることがで

きていると考えます。 

９、10 月の「裁判員として刑事事件を

例に司法制度について考えよう」の授業

実践では、単元のはじめに近年の裁判員

制度に関する記事と映像を基に、問い返

しをしながら単元を貫く学習課題を設定

しました。裁判員制度を他人事ではなく

自分事として捉えることができるように、

模擬裁判のロールプレイを取り入れまし

た。さらに、主体的に学習に取り組むこ

とができるように、単元計画と評価規準

を示し、学習の見通しをもたせました。

「被告人は有罪か無罪か」についてグル

ープごとに評議して全体に意見発表させ

た後、自分の考えをまとめる時間を設定

しました。その後、単元を貫く学習活動

について振り返らせ、根拠となる資料を基

にして自分なりの最終結論を出すように促

したことで、グループでの考え（資料 12 の実線部）と全体での意見発表を踏まえて、自分なりの考え

とその根拠（資料 12 の枠囲み部）を記述することができました。時事問題を取り上げて問題意識を高

め、ロールプレイを取り入れたことで、多面的・多角的に考察する力が身に付いてきていると推察で

きます。 

６月から、本研究委員会が示した授業の質的改善の手順に沿って実践を重ねた結果、抽出生徒Ｂの

ような記述をする生徒が徐々に見られるようになり、10 月には公民的分野において、教科書の内容か

ら現代の社会問題へと考えを広げながら、自分の考えを記述することができる生徒が増えました。 

以上のことから、６月からの教師の手立てが、生徒の実態に応じて「主体的・対話的で深い学び」

の視点から改善が図られており、それらの手立てが思考力、判断力、表現力等の育成につながったと

考えます。 

 

 

 

 

 

資料 12 抽出生徒Ｂのワークシートの記述（10月） 

 

資料 11 抽出生徒Ｂのワークシート 

の記述（９月） 
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実践の考察-10 

（ｳ）「知識・技能」 

抽出生徒Ｂのワークシートの記述の変容を基に考察しました。 

６月の「私たちの生きる現代社会について考えよう」の授業実践では、個人で調べる時間を取り入

れて重要語句を示したことで、資料 13 のように初期と現代の携帯電話の違いを読み取り、比較しなが

らまとめることができていました。 

 

 

７月の「民主主義と日本国憲法について考えよう」の授業実践では、憲法の条文（資料 14 の枠囲み

部）を教科書で調べさせました。その後、憲法第９条の内容について教科書や資料集を活用して自分

の言葉でまとめさせたことにより、資料 14 の実線部のような記述をすることができました。このよう

な記述から、憲法第９条の条文の意味を理解することができたと推察できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 13 抽出生徒Ｂのワークシートの記述（６月） 

 

資料 14 抽出生徒Ｂのワークシートの記述（７月） 
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９月の「基本的人権について考えよう」の授業実践では、前単元から継続して憲法の条文（資料 15

の枠囲み部）を教科書で調べさせました。その後、クイズ形式の問いにすることで生徒の関心を高

め、既習の知識を活用して資料の読み取りをさせたことで、資料 15 の実線部のように記述でき、憲法

第 14条の条文の意味を理解することにつながったと推察できます。 

６月から、本研究委員会が示した授業の質的改善の手順に沿って実践を重ねた結果、抽出生徒Ｂの

ように既習の知識を活用しながら複数の資料を関連付けてまとめることができる生徒が徐々に見られ

るようになり、10 月には、グループで協力して教え合いながら知識を習得し、資料を読み取ってワー

クシートにまとめることができる生徒が増えました。 

以上のことから、６月からの教師の手立てが、生徒の実態に応じて「主体的・対話的で深い学び」

の視点から改善が図られており、それらの手立てが知識及び技能の育成につながったと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 15 抽出生徒Ｂのワークシートの記述（９月） 

 


